
グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ングの概 念

国際マーケティング研究における新たな展開

テ ィ オ フ ィラス ・ア サ モ ア

は じ め に

「グ ロー バ ル ・ビ ジネ ス」 とい う用 語 がsト ー マ ス ・ポ ー ト,M・E・ ポ

ー ター ア イ リー ン ・ル ー デ ン1)に よ っ て1982年 に使 用 され
,1983年 に グ ロ

ーバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング の概 念 化 をセ オ ドー ア ・レ ヴ ィ ッ ト2)が行 な
っ た。

1982年 の論 文 で,ポ ー ト,ポ ー タ ー,ル ー デ ン は,マ ル テ ィ ・ドメ ス テ ィ ッ

ク とグ ローバ ル ・ビ ジ ネ スの 区別 を試 み て い る。 この論 文 で提 起 され た 中 心

的 な論 点 は,グ ロ・一バ ル産 業 とは何 か を明 らか に して い る こ とで あ り,三 っ

の 企 業 の ケ ー ス ・ス タ デ ィ を例 に あ げ,マ ル テ ィ ・ドメ ス テ ィ ッ ク と比 較 し

なが ら世 界 的 な活 動 の究 極 的 な報 酬,グ ロー バ ル活 動 に関 わ る リス ク と競 争

を説 明 して い る。 ポ ー ト,ポ ー タ ー,ル ー デ ン は,外 見 上 国 際 的 で あ る様 々

な産 業 にお け る シ フ トの性 質 を観 察 す るた め の分 析 単位 と して多 国 籍 企 業 を

用 い,戦 略 的観 点 か ら,多 国 籍 企 業 が 竸 争 す る場 合 に,マ ル テ ィ ・ドメ ス テ

ィ ッ ク とグ ローバ ル とい う二 つ の産 業 が 存 在 す る と主 張 した。

マ ル テ ィ ・ ドメ ス テ ィ ッ ク産 業 に お い て 企 業 は,様 々 な外 国(マ ー ケ ッ

ト)に お い て別 々 な戦 略 を追 求 す る と言 わ れ た。 した が って,競 争 的 チ ャ レ

ン ジ は,各 マ ー ケ ッ トご とに独 立 して 見 出 され る。 そ れ ぞ れ の マ ー ケ ッ トで
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活 動 して い る子会 社 は,戦 略 的 に独 立 し,自 立 的 に活 動 す る能 力 を所 有 して

い る。 財務 あ る い はマ ー ケ テ ィ ング政 策 は,ヘ ッ ド ・オ フ ィス に よっ て世 界

的 規 模 で 調 整 され るか も しれ な い し,R&D(研 究 開発)や コ ン ポー ネ ン ト

(部 品)生 産 も集 中 して行 わ れ るか も しれ な い。 基 本 的 に,マ ル テ ィ・ドメス

テ ィ ッ ク ・産 業 戦 略 にお い て,活 動 は分 散化 され て い る と言 わ れ て い る。 結

果 的 に,そ れ ぞれ の子会 社 は,プ ロ フ ィ ッ ト ・セ ンタ ー で あ る はず だ。 した

が っ て各 子 会 社 は,マ ー ケ ッ ト機 会 に応 じて利 潤 や 全 体 的 な成 長 へ の貢 献 が

期 待 され る。 そ の よ うな状 況 下 で,多 国籍 企 業 は,そ れ ぞ れ の マ ー ケ ッ トを

基 盤 に,ロ ー カ ル の競 争 者 と競 争 す る こ とが 示 され る。

他 方 グ ローバ ル産 業 は,世 界 的規 模 の シス テ ム に関 わ っ て い る と見 な され

た。 様 々 なマ ー ケ ッ トで の子 会 社 は,戦 略 的 活 動 とい う観 点 か ら独 立 して い

る。 したが っ て子 会社 は,二 つ の フ ァ ン ク シ ョナ ル な活 動 の うち の一 つ に特

定 化 で き る。 戦 略 の集 中化 や運 営 の幾 つ か の面 が グ ローバ ル産 業 にお い て生

じ る。 多 国籍 企 業 はロ ー カ ル の ニ ー ズ に対 応 す るが,で きるだ け その よ う な

対 応 は,全 体 的 な グ ローバ ル ・シス テ ム の効 率 的 な妥 協 へ 導 か な い方 法 で行

わ れ る こ とが期 待 され て い た。 マ ル テ ィ ・ドメ ス テ ィ ッ クあ る い はグ ロー バ

ル概 念 が 異 な っ た産 業 や産 業 セ グ メ ン トに適 合 す る とポー ト,ポ ー タ ー,ル

ー デ ン は結 論 づ け た。

ポ ー ト,ポ ー タ ー,ル ー デ ンや,ま た 他 の 学 者 に よ っ て,さ ら に(産 業

の)グ ローバ ル化 とい う概 念 に対 して幾 つ か の理 論 的 な フ レー ム ・ワー ク を

提 供 した が,分 析 の ユ ニ ッ トは,マ ー ケテ ィン グ とい うよ り産 業 と しての傾

向 が あ る。 だが,ポ ー ト,ポ ー ター,ル ー デ ン に よる グ ロ ーバ ル な枠 組 み で

マ ー ケ テ ィ ング に対 す る言 及 が な され た。

グ ロ ー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ に お け る学 派

グローバ ル ・マー ケテ ィング概念 に対 す る異 なる諸 学派が存在 す る。基本
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的 に,グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング か ら取 り出 され るパ ー スペ クテ ィ ブ(学

派)は,五 つ に 区分 され る。

(1)マ ー ケ テ ィン グ活 動,あ るい はマ ー ケ テ ィ ン グ研 究 の応 用 領 域 の一 つ

と して 考 え られ る グ ロ ーバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング

② 主 に,進 化 理 論 と し て の パ ー ス ペ クテ ィ ブ か ら検 討 され た グ ロ ー バ

ル 。マ ー ケ テ ィ ング

(3)国 際 化 を行 っ て い る企 業,あ るい は国 際 ビジ ネ ス活 動 を行 って い る企

業 の活 動 の コー デ ィネ ー タ ー として 考 え られ る グ ロ ーバ ル ・マ ー ケ テ ィ

ング

(4)ネ ッ トワー ク の構 築 の基 盤,あ るい は国 際 ビ ジ ネ ス活 動 に お け るネ ッ

トワー ク それ 自体 と して の グ ロ.__...バル ・マ ー ケ テ ィ ン グ

㈲ そ れ 自体 マ ー ケ テ ィ ング戦 略 と見 な され るグ ローバ ル ・マ ー ケテ ィ ン

グ

1.マ ーケ テ ィ ング に お け る応 用 領 域

この ア プ ロー チ は,レ ー ヴ ィ ッ ト3)以前,国 際 マ ー ケ テ ィ ン グ の専 門 家 の

中 で共 通 に見 出 され た。 それ らの専 門 家 に よ って 明確 に述 べ られ て はい な か

った けれ ど,マ ー ケ テ ィ ング活 動 や マ0ケ テ ィ ング研 究 の 中心 は,国 内市 場

で あ る。 国 際 マ ー ケ テ ィ ング/グ ロ0バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ は,各 国 の制 度

に よっ て作 り出 され る異 な っ た環境 とい う条 件 に適 合 す るマ ー ケテ ィ ン グの

応 用 領 域 とな る。 この見 解 に賛 成 す る学 者 の 中 に は,フ ィ リ ップ ・R・ コ ト

ラ ー4)や ス ー ザ ン ・ケー ヴ ァ ン シー5)ら が い た。 した が っ て,グ ロー バ ル ・

マ ー ケ テ ィ ング は,世 界 的 な規 模 の基 盤 に基 づ くマ ー ケ テ ィ ング の応 用 の拡

張 と して 考 察 され る。

国 際 マ ー ケ テ ィ ング とグ ロ ーバ ル ・マ ー ケテ ィン グ をマ ー ケ テ ィ ング の応

用 分 野 と考 えて い た学 者 た ち は,海 外 市 場,海 外 市 場 の開 発,海 外 市 場 イ ン

ボ ル ブ メ ン ト,国 内 市場 ア ン コ ン トロ ー ラブ ル,海 外 市 場 ア ンコ ン トロー ラ
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ブル な どの よ うな概 念 を定 義 付 け よ う と試 み た。 一 般 的 に,例 え ば,マ ー ケ

テ ィ ング の定 義,マ ー ケ テ ィ ング ・マ ネ ー ジ メ ン ト,マ ー ケ テ ィ ング戦 略,

消 費 者 行 動,流 通,製 品企 画,価 格 政 策,広 告 ・販 売 促 進 な どの マ ー ケ テ ィ

ング の伝 統 的 要 因 を議 論 した後,彼 らは,マ ー ケ テ ィ ングの応 用領 域 として

区分 け し よ う と して い る。 つ ま り,マ ー ケ テ ィ ング にお け る応 用領 域 は,国

際 マ ー ケ テ ィ ング,サ ー ビス ・マー ケ テ ィ ング,非 営利 組 織 マ ー ケ テ ィ ング

な どで あ る。 したが っ て,1980年 初 期 に提 起 され た グ ロー一バ ル ・マ ー ケ テ ィ

ング概 念 は,か つ て の国 際 マ ー ケ テ ィ ング の代 わ りの概 念 として しば しば使

わ れ て い る。

2.進 化 論 に基 づ 〈定義

フ ッザ ク,フ ォ ッ ク ス,デ イ6),大 前 研 一7)の 研 究 で 見 つ け られ た グ ロ ー

バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング の分 野 で導 か れ た研 究 は,国 内(ナ シ ョナ ル/ド メ ス

テ ィ ッ ク)か ら国際(イ ン ター ナ シ ョナ ル 〉 を経 て グ ローバ ル へ と至 るグ ロ

ーバ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ の発 展 を強 調 す る(図1参 照)。 他 の学 者 の うち,

衣 笠 洋 輔8)も5段 階 の プ ロセ ス を前 提 とし てい る。 また ミカ ・ミキ ン ス9)は,

国 際 マ ー ケ テ ィン グ まで の4段 階 の プ ロ セ ス を前提 と して い る。 さ らに フ ッ

ザ ク,フ ォ ック ス,デ イ は,国 内 か らグ ロー バ ル まで の段 階 的 発 展 だ けで な

く,4Psに 関連 して グ ロー一バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ内 で の発 展段 階 を提 唱 し

て い る。

この 学 派 に関 係 す る広 く知 られ て い る調 査 研 究 の 文 献 の一 つ は,ヨ ー ラ

ム ・ウ イ ン ド,ス ー ザ ン ・P・ ダ グ ラ ス,ハ ワ ー ド ・V・ パ ー ル ム ッ タ

ー1⑪)の論 文 で あ る。 これ らの 学 者 に よれ ば,国 内規 模 や 他 の 問 題 の代 わ り

に グ ロー バ ル あ る い は地域 に お け る活 動 に関 す る問題 へ の(幾 つか の)ガ イ

ダ ンス は,修 正 され たEPRG図 式 に よ っ て与 え られ る だ ろ う。 国際 活 動 の

進 化 に お け る連 続 的 な段 階 に関 連 す る国際 化 に対 す る四 つ の指 向 を明 らか に

す る。 それ ら は,エ ス ノ セ ン トリ シズ ム(国 内 市 場 指 向),ポ リセ ン トリ シ
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図1企 業の分類
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ズ ム(ホ ス ト ・カ ン トリー指 向),リ ジ ョナル セ ン ト リシ ズ ム(地 域 指 向) ,

ジオ セ ン トリシズ ム(世 界 指 向)で あ る。

3.グ ローバ ル 産 業 に お け る企 業 の機 能 の 調整 者 と して

M・E・ ポ ー タ ー や竹 内 弘 高11)に よ る学 派 は,組 織(企 業)内 で の マ ー

ケ テ ィ ン グ哲 学 や マ ー ケ テ ィ ング ・ドメ イ ンの 問題 に基 づ い て い る。 これ ら

の学 者 の前 提 は,国 際 マ ー ケ テ ィ ング を企 業 の活 動 す る領 域 の中 で の主 要 な

機 能 の一 つ と見 な す こ とで あ る。 そ の結 果,グ ローバ ル ・マ ー ケテ ィン グ は,

企 業 の グ ロ ーバ ル戦 略 内 で の役 割 を演 じる。 ポ ー タ ー と竹 内 に よ って述 べ ら

れ て い る よ うに,企 業 の グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング 内 で の グ ローバ ル ・マ

ー ケ テ ィン グ戦 略 に よっ て
,主 に三 つ の役 割 が 演 じ られ る。

(1)世 界 的 な規 模 で の マ ー ケ テ ィ ング活 動 の コ ン フ ィギ ュ レー シ ョン。 あ

らゆ る国 で マ ー ケ テ ィ ング活 動 が 行 わ れ る必 要 が あ る とい う こ と は,多
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くのマ ー ケ テ ィン グ活 動 が 広 く行 き渡 るべ きで あ る とい う こ とを意 味 す

る。 だが,販 売 促 進 の マ テ リア ル の生 産,販 売,サ ー ビス援 助,メ デ ィ

ア ・セ レ ク シ ョンな どの よ うな活 動 を世 界 的 に集 中 とす る グ ローバ ル活

動 に よ る幾 つ か の産 業 にお い て,競 争 上 の優 位 性 が獲 得 され る。

② 異 な っ た国 にお い て行 わ れ る マ ー ケ テ ィ ング活 動 の コー デ ィネー シ ョ

ン。 コー デ ィネー シ ョンに は多 くの形 態 が可 能 で あ る。 例 えば,④ 国 を

越 え る同 じ よ うな 方法 。 ⑤ 各 国 間 で の ノ ウ ーハ ウの移 転(例 えば,市 場

参 入 方 法,顧 客/マ ー ケ テ ィ ング の情 報)。 ◎ 国 を越 え るマ ー ケ テ ィ ン

グ組 織 に よ る努 力 の 統 合(例 え ば,国 際 会 計 マ ネー ジ メ ン ト)。

(3)グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング は,ヴ ァ リュー ・チ ェー ンに お け る他 の

活 動 の国 際 コ ン フ ィギ ュ レー シ ョン/コ ー デ ィネ ー シ ョン と関 連 す る。

グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ は,製 品 の世 界 的 な展 開 や顧 客 サ ー ビス な

どの維 持 に よ る ノ ンマ ー ケ テ ィ ング活動 の潜 在 的優 位 性 を明 らか にで き

る。 グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 の三 つ の役 割 は,相 互 に排 他 的 と

は見 な され ず,同 時 に追 求 で きた。

4.ラ イ ク ・ア ・ネ ッ トワ ー ク(LIKEANETWORK)

ネ ッ トワ ー ク ・ア プ ロ ー チ の 学 派 は,段 階 的 発 展 ア プ ロ ー チ と関 連 して い

る 。 あ る 程 度 で,大 前 研 一一一一12)は,ト リ ア ッ ド こ こ で は 日本,米 国,ヨ ー

ロ ッ パ の リ ジ ョナ ル ・オ フ ィ ス ・ネ ッ ト ワ ー ク に 基 づ い て い る。 ラ イ

ク ・ア ・ネ ッ トワ ー ク ・グ ロ ー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の よ り包 括

的 概 念 化 は,ラ リー ・J・ ロ ー ゼ ン バ ー グ13)に よ っ て 前 提 さ れ て い る。 こ の

ア ブmチ は,グ ロ ー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ア プ ロ ー チ

を採 用 して い る と見 る こ とが で き る 学 派 の も の で あ る 。 ロ ー ゼ ンバ ー グ は,

世 界 的 規 模 の コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン の 進 化 の 二 つ の レベ ル だ け を 提 出 し て い る 。

これ ら進 化 の 二 つ の レベ ル は}④ ラ イ ク ・ア ・ホ イ ー ル(LikeAWheel),

⑤ ラ イ ク ・ア ・ネ ッ トワ ー ク(LikeANetwork)で あ る。 国 際 企 業 は,ラ
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イ ク ・ア ・ホ イ ー ル(図2)や ネ ッ トワー ク(図3)の よ うな グ ローバ ル.

コー ポ レー シ ョ ンで あ る と思 わ れ て い る
。

国 際 企 業 の下 で,市 場 は国境 に よっ て 区分 され,そ の結 果 相 互 に独 立 して

い る。 これ らの市 場 は,ホ イ ー ル の軸 あ る い は 中心 と して の本 部 本 社 の まわ

りを回転 す る。 これ ら各 国 の マ ー ケ ッ ト(市 場)の 中 で の基本 的 関 係 あ るい

は共 通 要 素 は,そ れ らが す べ て,本 部 本 社 の マ ー ケ テ ィ ング ・イ ン フ ォ メー

シ ョン ・シス テ ム の部 分 とな る とい う こ とで あ る。 マ ー ケ テ ィ ング活 動 は別

と して,他 の諸機 能 は,各 市 場 の潜 在 能 力 や本 部 本 社 の戦 略 に依存 す る市 場

に お い て はた ら く・ 同 じ機 能 は・ 他 の マ ー ケ ッ トか ら独 立 した一 つ以 上 の 市

場 に お い て実 行 され る。

ロー ゼ ンバ ー グ に よっ て見 られ た よ う に
,グ ローバ ル 企 業 に お け る本 社 本

部 の機 能 もまた,非 常 に重 要 で あ る と思 わ れ る。 すべ て の リジ ョナ ル ・オ フ

図z国 際 企 巣 …LikeAWheel

MIS

HO=本 社,C1…Cs=マ ー ケ ッ ト(主 要 国)

Mg=r造,RD=R&D,Fg=財 務 ,HR瓢 人 的 資 源

MIS=マ ー ケテ ィ ング ・イ ンフ オメ ー シ ョン ・シス テ ム

出所:ロ ー ゼ ンバ ー グ よ り。
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図3グ ローバ ル企 業 …LikeANetwork
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HO一 本 部 本 社Mg一 製 造,RD-R&D,Fg一 財 務

RO=。 リー ジ ョナル ・オ フ ィスMIS一 マ ー ケ テ ィ ン グ ・イ ン フ オ メー シ ョン'

マーケ ット(主 要 国)シ ステ ム

HR=人 的 資 源

出所:ロ ー ゼ ンバ ー グ よ り。

イス(地 域 本部)は,直 接 的 に本 部 と関 係 す る。 だ が,リ ジ ョナ ル ・オ フ ィ

ス間 に,何 らか の関 係 性 が あ る。 幾 つ か の ケー ス で,リ ジ ョナ ル ・オ フ ィス

は,そ の下 に ロー カル ・オ フ ィス を持 つ 。 しか し,幾 つか の ロ ー カ ル ・オ フ

ィス(地 方 支 店)は,本 部 に よっ て直 接 的 に コ ン トロー ル とコー デ ィネ ー ト

され る。 さ らに ロ ー カ ル ・オ フ ィス は,リ ジ ョナ ル ・オ フ ィス間 に あ る よ う

な関 係 性 に よ って 結合 され るか も しれ な い。 ロー カル ・オ フ ィス は,一 っ以

上 の リジ ョナル ・オ フ ィス と関 係 す るか も しれ な い。 リジ ョナ ル ・オ フ ィス

の状 態 は,ロ ー ゼ ンバ ー グ に よ って は明 らか に され な か った 。 その状 態 とは,

一 つ の ア プ ロー チ と して,ロ ー カル ・オ フ ィス を減 少 させ るた め の範 囲 で 本
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部 の機 能 を専 門化す るのか・ あ るい は二重 にす るのか とい うことであ る
。

グローバル ・マーケテ ィング研 究の焦点

これ まで行 わ れ た グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング研 究 の ほ とん どは
,標 準 化

とカ ス タ マ イ ゼ ー シ ョンに関 す る こ とだ っ たが ,特 に,標 準 化 に強 調 点 が置

か れ て きた。 だがy標 準 化 の問 題 は,マ0ケ テ ィ ング で は新 し くな い
。 国 際

マ ー ケ テ ィ ング にお い て,標 準 化 す べ きか,カ ス タ マ イ ズ化 す べ きか ど うか

とい う問題 はa1960年 代 に す で に起 こって い た。 それ は,1961年 に エ リンダ

ー14)に よっ て最 初 に提 出 され た
。 エ リン ダー の主 張 は,広 告 と関 連 して い た。

彼 は,消 費 者 の 中 で の 強 い類 似 性 に よ っ て単 一 な広 告 が望 ま し く
,か っ 実 行

可 能 で あ る と強 調 した。 そ れ以 来,広 告 は,国 際 マ ー ケ テ ィ ング に お け る標

準 化 の 問題 の 中心 を 占 め続 け て きた。 サ ブハ シ ュ ・C・ジ ェ イ ン15)に よ れ ば
,

25年 間(1989年1月)に マ ー ケ テ ィン グ標 準 化 の分 野 で行 わ れ た34の 主 な研

究 の う ち,14が 広 告 と関 係 し て い た。 セ オ ドー ア ・レ ヴ ィ ッ ト16)に よ っ て
,

国 際 マ ー ケ テ ィ ング分 野 で の グmバ ル ・マ ー ケテ ィング戦 略 と して標 準 化

の概 念 化 が行 わ れ る以 前,国 際 マ ー ケ テ ィ ング の標 準 化 の 問題 で三 つ の最 も

よ く引 用 さ れ た 論 文 は,D・ バ ゼ ル17) ,S・H・ ブ リ ッ ト18),R・Z・ ソ レ

ン ソ ン とU・E・ ウ ィ ヒマ ン19)に よ っ て 書 か れ た
。 バ ゼ ル は,多 国 籍 企 業 の

マ ー ケ テ ィ ング の観 点 か ら彼 の議 論 に焦 点 を当 て た
。 彼 は,組 織 内部 で の貿

易 障 壁,広 範 さ,複 雑 さの減 少 と多 国籍 企業 のマ ー ケ テ ィ ング を行 う ため の

方 法 の た め に,多 国 籍 企 業 の マ ー ケ テ ィ ン グ に対 す る新 鮮 な見 方 を必 要 とす

る と主 張 した。 バ ゼ ル は,標 準 化 の問題 に は,二 面 性 が あ る こ とを主 張 した。

それ ら は,標 準 化 マ ー ケ テ ィ ング ・ア プ ロー チ の可 能 性 と限界 で あ る
。バ ゼ

ル は,こ の二 つ の面 に関 心 を もち,多 国籍 企 業 の マー ケ テ ィ ング標 準 化 の障

壁(障 害)と 実現 で きる潜 在 的 利 益 と して そ れ ら を分 類 した。 だが,彼 は,

国 際 マ ー ケ テ ィ ン グ標 準 化 に関 す る比 較 的 重 要 な賛 否 両 論 が,産 業 と産 業 と
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を,ま た企 業 と企 業 と を区別 す るか もしれ な い こ とを明 らか に した。 バ ゼ ル

は,標 準 化 を 「幾 つ か の 異 な っ た国 で 同一 の販 売促 進 プ ロ グ ラム と同 一 の流

通 シ ス テ ム を通 し て,同 一 の価 格 で 同 一 の 製 品 ラ イ ン を作 る こ と」20)と,見

な して い る。 彼 は,こ の対 極 をロ ー カ ライ ズ ド ・マ ー ケ テ ィ ン グ戦 略 と名 づ

けて い る。 バ ゼ ル は,こ れ ら二 つ の極 は,実 行 で きず あ るい は不 可能 な もの

で あ る と述 べ て い る。 マ ー ケ テ ィ ング戦 略 の どち らの要 素 が 標 準 化 され う る

のか,あ るい はそ うで あ るべ きな の か。 そ して そ の よ うな標 準 化 は・ どの程

度 で そ う あ るの か とい う問題 を彼 は正 した。 彼 に とって,ほ とん どの多 国 籍

企 業 のマ ー ケ テ ィ ング戦 略 は,ス ペ ク トラ ム の ロ ー カ ライ ズ ド ・エ ン ドに近

い もの で あ っ た。 結 論 として,国 境 が 存 在 す る限 り国 と国 との 間 で,差 異 が

見 出 せ続 け られ る と,バ ゼ ル は述 べ た。 しか しなが ら,現 在 この よ うな差 異

は,基 本 的 なマ ー ケ テ ィ ング戦 略 の標 準 化 の妨 げ とな らな い。

S・H・ ブ リッ トは,国 際 的 な広 告 を展 開 す る際 の 問題 に注 目 して い る。

ブ リッ トは,「 与 え られ た製 品 や サ ー ビ ス に対 す る広 告 の標 準 化 の能 力 を確

か にす る文化 的 そ して 心 理 学 的 要 因 に基 づ い た調 査 研 究 」21)を,行 う た め の

方 法 論 を発 展 させ る こ とに注 意 を払 っ た。 経 済 的 要 因 に対 す る調 査 研 究 が十

分 存 在 す る こ とを考 察 す るた め の この 二 つ の要 因 に注 目 した。 ブ リ ッ トに よ

れ ば,マ ー ケ テ ィ ング と経 済 の要 因 の 分 析 は,国 際 マ ー ケ テ ィ ングへ と参 入

す る た め の推 進 力 として機 能 す る。 だが,こ れ ら二 つ の要 素 と文 化 的 そ して

心 理 学 的 要 素 の結 合 は,直 面 す る問題 を減 少 させ る。 ブ リ ッ トは,主 に,国

際 的 な 広 告 の標 準 化 を行 う中 で,最 も重 要 な要 素 で あ る消費 パ タ ー ン,心 理

社 会 学 的 基 準,全 般 的 な文 化 的 基 準 の三 つ の領 域 に注 意 を払 った。

ソ レ ン ソ ン とウ ィー ヒマ ン22)は,多 国 籍 企 業 に よっ て市 場 に 導 入 さ れ た消

費 財 が,各 国 で の マ ー ケ テ ィ ング の違 い に よっ て どの よ うな範 囲 にわ た る の

か とい う こ とに注 目す る。 ソ レ ン ソ ン とウ ィー ヒマ ン は,消 費 財 産 業 で の27

の主 要 な多 国籍 企 業 を調 査 し,そ の企 業 が マ ー ケテ ィ ン グ活 動 を どれ程 標 準

化 で きたの か を調 査 し た。 ソ レ ン ソ ン とウ ィー ヒマ ン は,多 国 籍企 業 が 実 際
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に マ ー ケ テ ィ ング活 動 を標 準 化 す る場 合 の範 囲 と条 件 を示 す実 証 的 な証 拠 を

提 出 し よ う と した。 ソ レ ン ソ ン とウ ィ ー ヒマ ン は,企 業 は,マ ー ケ テ ィ ン

グ ・プ ログ ラム を標 準 化 す る傾 向 が あ る と述 べ た(こ れ らの活 動 は
,製 品,

価 格 決 定,販 売 促 進,販 売 力 な どに 関 連 して い る) 。 しか し なが ら,標 準 化

は,企 業 と は異 な っ て い る。 な ぜ 多 国籍 企 業 が標 準 化 を行 うか とい う問 題 に

対 す る答 え は,次 の よ うに提 出 され る。

(1)よ りよい マ ー ケ テ ィン グ成 果 。

(2)よ り低 い マ ー ケ テ ィ ング ・コス ト。

次 に言及 され る問題 は,ど の よ うに多 国籍 企 業 が プ ロ グ ラム や プ ロ セ ス を

標 準 化 す るの か。

S・C・ ジ ャ イ ン23)の 研 究 は,プ ロ グ ラ ム標 準 化 を強 調 し た標 準 化 の観

点 か らグ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 が形 成 され て い る。 ジ ャイ ン は,標

準 化 に は二 つ の面 が あ る とい う こ とを再 び述 べ た。 そ れ らは,プ ロセ ス とプ

ロ グ ラム で あ る。 あ らゆ る構 成 要 素 を含 んで い る標 準 化 は
,想 像 で きな い と

彼 は説 明 した。 また,標 準 化 は,標 準 化 とカス タマ イ ゼー シ ョ ンの間 の二 分

法 を含 ん で い な い。 特 に,こ の 問題 は,標 準 化 の程 度 の 問題 で あ る。 さ らに,

標 準 化 は,企 業 の 内 的 そ して 外 的 両 方 の要 因 に よっ て決 定 され る。 そ して,

標 準 化 は,マ ー ケ テ ィ ング ・イ ン フ ラ ス トラ ク チ ャーが よ く発 達 して い る状

況 で効 果 的 に行 わ れ う る。

こ の よ う な各 々 の 要 因 の下 で,ジ ャ イ ン は標 準 化 の 決 定 は
,経 済 的 プ レ

イ ●オ フの基 礎 的分 析 に基 づ いて い た とい う考 え方 に言 及 して い る。 この こ

と は,財 務 成 果,競 争 上 の優 位 性,そ して 他 の関連 要 素 を含 ん で い る
。 そ こ

で ジ ャイ ン は,マ ー ケ テ ィ ング ・プ ログ ラム の標 準 化 の基 準 に対 す る調 査 が

さ らに必 要 だ と考 え る。 ジ ャイ ン は,こ の 国際 マ ー ケ テ ィ ン グ ・プ ロセ ス の

標 準 化 の問 題 に は注 意 をあ ま り払 っ て い なか っ た。 した が って,国 際 マ ー ケ

テ ィ ン グ ・プ ロ セ ス の標 準 化 に関 連 し て,P・G・P・ ウ ォ ル タ ス24)の 研

究 を検 討 す る必 要 が あ る。
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P・G・P・ ウ ォル タス もまた,標 準 化 構 造 を議 論 し よ う とした。 ウ ォル

タ ス に よれ ば,国 際 マ ー ケ テ ィ ングで の根 本 的 問題 は,国 境 を越 え るマ ー ケ

テ ィ ン グ ・プ ロ グ ラ ム とマ ー ケ テ ィ ン グ ・プ ロ セ ス の 望 ま し さ(desirabi1-

ity)と 実 行 可 能 性(feasibility)(そ の 範 囲)に 関 連 して い た 。根 本 的 レベ

ル で は,標 準 化戦 略 の可 能性 に対 す る意 見 の不 一 致 が,し ば しば国 際 的 な企

業 が 直 面 す る環 境 の特性 に関 す る様 々 な解 釈 を反 映 して い る こ とが 明 らか で

あ る とウ ォル タス は述 べ た。

ウ ォル タ ス に よれ ば,単 一 性 あ る い は他 の方 法 は,国 際 マ ー ケ テ ィ ング活

動 を決 定 す るた め の様 式 内 で達 成 で き る程 度 を,国 際 マ ー ケ テ ィ ング ・プ ロ

セ ス標 準 化 の 中心 的 な 問題 が決 定 す る。 した が って,プ ラ ンニ ン グ(企 画)

にお い て採 用 され るマ ー ケ テ ィ ング哲 学,原 理,テ ク ノ ロ ジー に関 して,そ

して マ ー ケ テ ィ ング ・プ ロ グ ラ ム の準 備 に関 して焦 点 が 置 かれ る。 国 際 マ ー

ケ テ ィ ング の標 準 化 に関 連 す る ほ とん どの調 査,又 は,研 究 に よ る結 論 は,

マ ー ケ テ ィ ン グ ・プ ロ グ ラム の標 準 化 よ りも,国 際 マ ー ケ ッ ト ・プ ラ ンニ ン

グ と意 思 決 定 に対 す る ユニ フ ォー ム ・シス テ ム を実 施 す る こ とが,よ り重 要

で あ り実 行 可 能 で あ る とウ ォル タ ス は述 べ た。

マ ー ケ テ ィ ン グ ・プ ロ セ ス の標 準 化 に賛 同 す る人 は,国 際 マ ー ケ テ ィ ン

グ ・プ ロセ ス の標 準化 の可能 性 に慎 重 に な っ て い る。 さ らに,国 際 マ ー ケ テ

ィ ング環 境 と企 業 の 目標 を含 む変 数 に関 連 して標 準 化 が 実 行 可 能 で あ る と認

め られ るが,ユ ニ フ ォー ム ・フ ォー マ ッ トを持 つ 注意 深 い分 析 や プ ラ ンニ ン

グ は,首 尾 一 貫 した 成 功 の 先 行 条 件 で あ る と思 わ れ る。 国 際 マ ー ケ テ ィ ン

グ ・プ ロ セ ス の標 準 化 が 直 面 す る主 要 な問題 は,意 思 決 定 プ ロ セ スや 意 思 決

定 の基 準 な どに お い て,集 め られ た デ ー タ の種 類,収 集 の方 法,デ ー タ分 析

や デ ー タ ・ス テ ップ の使 用 を含 む 。様 々 な学 者 た ち に よ って議 論 され た標 準

化 に関 す る実践 は,国 際 マ ー ケ テ ィ ングの プ ロ セ ス の領 域 に関 して極 僅 か し

か 調 査 又 は研 究 が 存 在 しな い こ とか ら,マ ー ケ テ ィ ング の標 準 化 が 主 にサ ブ

グ ローバ ル な レベ ル に限定 され て きた と指 摘 して い る。 この状 況 は,国 際 マ
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0ケ テ ィ ング環 境 や企 業 行 動 の理 解 で あ る第 一 の源 泉 に属 して い る とい う こ

とが 可能 で あ る。

セ オ ドア ・レ ヴ ィ ッ ト25>を前 後 と して標 準 化 概 念 の基 本 的 定 義 は根 本 的

に変 化 して い な い。つ ま りy幾 つ か の異 な った 国 々 で 同 一 の マ ー ケ テ ィ ング ・

プ ロ グ ラム を提 供 す るの か,あ るい は,同 一 の マ ー ケ テ ィ ング ・プ ロセ ス を

行 う こ とで あ る。 しか しなが ら,グ ロ ーバ ル ・マ ー ケテ ィン グ を定 義 す る際

に標 準 化 とい う概 念 を導入 した た め に,用 語 の使 用 に対 して追 加 的次 元 が 前

提 と され て きた。 この新 しい追 加 的次 元 にお い て,グ ロ ーバ ル ・マ ー ケ テ ィ

ング戦 略(標 準 化 の 実施)と グ ロ ーバ ル ・マ ー ケテ ィン グ ・パ ー スペ クテ ィ

ブ(世 界 を必 要 な一 つ の 大 きな市場 と して考 え る こ と)は 区別 され る必 要 が

あ る。 グmバ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グの 他 の部 分 に対 して 同 じ こ とが あ て は ま

る。 つ ま り,ア ダ プ テ ー シ ョンで あ る。

グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング の領 域 で 見 られ るす べ て の 学 派 は 内容 あ る も

の で あ るが,戦 略(セ オ ドア ・レヴ ィ ッ トが 提 出 した概 念)に つ い て
,基 本

的 な議 論 が 標 準 化/適 合 で あ った こ とは明 らか で あ る。 しか しな が ら,グ ロ

ーバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング の基 盤 として の標 準 化 の現 在 の意 味 を明 らか に し
,

追 加 す る必 要 が あ る。

第 一 の問 題 は,グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング に お け る分 析 ユ ニ ッ トと関連

して い る。 グ ロ ーバ ル ・マ ー ケテ ィ ン グの 基盤 が標 準 化/適 合 で あ る とい う

議 論 の根 拠 は,標 準 化 され るた め に世 界 の至 る所 で,マ ー ケ テ ィ ング が必 ず

し も必 要 で あ る とい う こ とに はな らな い。 そ の結 果,国 境 に代 わ っ て,市 場

が 分 析 単 位 に な る。 しか しなが ら,グ ロ ーバ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ戦 略 を裸 用

してい る企 業 は,世 界 全 体 を活 動 領 域 と見 なす べ きで あ る。 この よ うな企 業

は,一 つ の 国,あ る い は,一 つ の 国 の あ る領 域 また は地域 に企 業 の活 動 を限

定 す るか も しれ な い が,世 界 の あ らゆ る部 分 か ら生 じる競 争 能 力 を備 え て い

る。 そ の マ ー ケ ッ ト ・セ レ ク シ ョ ン(市 場 の選 択)は ,機 会,ミ ッシ ョ ン,

組 織 能 力 な どの機 能 とな る。
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グローバルな消費者の概念

グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ に関 す る議 論 は,も し市 場 が必 ず し も国 を基

準 として考 え られ る必 要 が な けれ ば,誰 が,グ ロ ーバ ル 消費 者 で あ るか 。 グ

ロー バ ル な消 費 者 とい う概 念 を明 らか に す る議 論 に 関 して は,文 献 として の

提 案 や仮 説 は ほ とん どな い。 ア ー ネ ス ト・デ ィ ヒタ ー26)が,こ の概 念 につ い

て最 も詳 し く議 論 した学 者 の 一 人 で はない か と思 わ れ る。 デ ィ ヒター は,ワ

ー ル ド ・コ ンシ ュー マ ー とい う用 語 を提 出 した。 デ ィ ヒタ ー一は,文 化 人 類 学

を理 解 す る こ とが 競 争 に よ るマ ー ケ テ ィ ング の 主要 な手 段 の一 つ で あ る と提

案 した。 ワー ル ド ・コ ン シ ュー マ ー を取 り扱 う糸 口 は,文 化 的類 似 性 と相 違

性 の客 観 的 な検 討 か ら始 まる と考 え られ る。 そ して,デ ィ ヒター は,国 際 マ

ー ケ テ ィ ング に関 係 す る多 くの消 費 者 行 動 パ ター ン を まず指 摘 した。 そ の結

果,デ ィ ヒ ター は,国 々 か らな る六 つ の ワー ル ド ・マ ー ケ ッ ト ・グル ー プ を

提 案 した 。 これ らの六 つ の ワー ル ド ・マ ー ケ ッ トを提 出す る前 に,デ ィ ヒタ

ー は,デ モ グ ラ フ ィ ッ クな マ ー ケ ッ ト ・セ グ メ ン ト形 態 で だ け差 異 を持 つ類

似 的 なす べ て の もの で一 つ だ けの ワー ル ド ・マ ー ケ ッ トの展 開 を隠蔽 す る文

化 的 要素 や 国家 主義 を詳 し く広範 囲 に論 じた。 しか しなが ら,国 境 が も はや

存 在 しな い とい う こ とを デ ィ ヒタ ー は示 した。 デ ィ ヒタ ー に よれ ば,ワ ー ル

ド ・カ ス タ マ ー を発 達 させ て きた二 つ の主 要 な 要素 は,感 情 と動 機 で あ る。

国 々(植 民 地),経 済(ヨ ー ロ ツパ 経 済 共 同体),軍 隊(NATO)・ 旅 行 ・ 移

民 な どに よ って これ らの要 素 は発 展 して きた。 デ ィ ヒター に よれ ば,グ ロー

バ ル な ス ケー ル で 消 費 者 革 命 が 起 こっ て い る。 基 本 的 に は,こ れ は中流 階 級

の革 命 で あ る。 そ の結 果,国 の 中 で 中流 階級 が 多 けれ ば多 い ほ ど,そ の 国 は

ワー ル ド ・カ ス タマ ー に近 づ く。 したが っ て,中 流 階 級 は,デ ィ ヒター に よ

って,国 の発 展 の程 度 を決 定 す る経 済 的 や 心 理 学 的 バ ッ クボー ン として 見 な

され て い る。 また,中 流 階 級 は,異 な った文 化 を知 った り解 釈 した り,さ ら
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に そ の成 果 を評 価 す るた め の 糸 口 とな る。 中 流 階 級 の発 達 は,旅 行,マ ス コ

ミな どに よっ て助 長 され て きた。

デ ィ ヒター の 論文 は,か な り古 く,欠 点 もあ るが,グ ロー バ ル ・コ ン シ ュ

ー マ ー を定 義 し明 らか に して い る
。 だが,グ ローバ ル ・コ ン シ ュー マ ー の概

念 化 に注 意 を向 け させ た 契機 で あ る。人 々 の移 動 の増 大,情 報 処 理 に対 す る

能 力 の増 大,マ ス ・コ ミュニ ケー シ ョン の国 際 化,グ ロ ーバ ル な広 告 とい う

よ うなマ ー ケ テ ィ ング組 織 の活 動 は,グ ローバ ル ・コ ン シ ュー マ ー の発 達 へ

と導 く。 デ ィ ヒター に よれ ば,消 費 者 に お け る最 も大 きな違 い は,消 費 者 が

同 じ よ うに見 え る事 実 を別 とす れ ば,異 な っ た形 態 で の達 成 水 準 に依 存 した

こ とだ っ た。

標 準 化 は,ま た,グ ローバ ル製 品 の開発 に よ っ て促 進 され た。 これ らは,

文 化,国 家 主 義,過 去 に特 定 の製 品 に対 して 限 定 され た市 場 に関 連 す る問題

に触 れ な い製 品 と して み なす こ とが で きる。 そ の よ うな製 品 は,グ ロ ーバ ル

と呼 ば れ た産 業 の製 品 と して だ けで な く,過 去 に国 内 と分 類 され た産 業 の製

品 に も属 して い る。 これ に関 して,産 業 の基 準 か ら グ ロー一バ ル ・マ ー ケ テ ィ

ング を 引用 す る こ とが難 し くな っ た。 グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ議 論 の対

象 の 中心 は再 び産 業 か ら企 業 に戻 る傾 向 が あ る よ うだ。 この 問題 は,最 近t

ほ とん どの企 業 が 一 つ以 上 の産 業 を活 動 す る事 実 に よっ て和 解 され た。 この

点 で,グ ロー バ ル ・マー ケ テ ィ ング は,製 品,産 業 にお け る組 織 的 な能 力 と

全 体 的 な傾 向 につ い て 考 え られ るべ きで あ る。 同時 に,い くつ か の産 業 は,

他 の産 業 よ り もグ ロー バ ル化 す る傾 向 に あ る こ とは否 定 で きない 。 これ は,

企 業 や マ ー ケ テ ィ ング組 織 に よ って取 り扱 わ れ た製 品 の特 徴 の結 果 で あ る。

例 え ば,家 庭 電 化 製 品 や 自動 車 は,基 本 的 に食 べ 物 や飲 み物 よ り特 性 にお い

て グ ロー バ ル な産 業,あ るい は,製 品 と言 え る。 しか し,例 えば,家 庭 電 化

製 品 の 中 で は,テ レ ビ は地 域 的 で あ り,国 に よ って は放 送 シス テ ム や い くつ

か存 在 す る習慣 的 な電 気 の ボル テ ー ジ に依 存 して い る。 他 方,飲 み物 の 中 で

ワイ ン は,ほ とん どの場 合 グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ戦 略 に適 合 す る こ と
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が で き る。

した が って,グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィン グ戦 略 を基 準 とす る標 準 化 は,産

業 の観 点 か ら単 純 に,あ る い は,き ち ん と定 義 す る こ とはで きな い。 さ らに,

ブ ラ ン ドや 製 品 の タイ プが パ ー スペ ク テ ィブ に お い て グ ロ ーバ ル で あ る場 合}

ブ ラ ン ドの性 質 と特 性 が 存 在 す る限 り,い くつ か の企 業 は,製 品 を取 り扱 う

か も しれ な い。 さ ら に,企 業 は,そ の企 業 が マ ル チ ・ドメス テ ィ ック として

伝 統 的 に分 類 され るか どうか に関係 な くパ ー スペ ク テ ィブ にお い て グ ロー バ

ル な展 開 を させ る。 一 つ の国,又 は,一 つ の地 域 以 上 のマ ー ケ テ ィ ング に関

係 の あ る企 業 の数 の増 加 も,グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 が 実 際 に適 用

され て い る率 で促 進 され て い る。 グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング は,多 国籍 企

業 独 自の もの で はな い の で,中 小 企 業 に とって も必 要 な もの で あ る。 さ らに,

輸 送 とコ ミュニ ケー シ ョンの テ ク ノ ロ ジー にお け る進歩 は,情 報 の増 加 と速

い 流 れ を導 い た。 これ は多 くの点 で グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 の___.層

の発 展 と同様,包 括 的 な手 段 を大 い に提 供 して い る。 結 果 と して生 じ る効 果

は,製 品 の高 い品 質 とサ ー ビス に関 して他 の 国 で見 つ けた製 品 と同 じ物 を持

つ こ とを要 求 す る顧 客 の増 加 で あ る。 この意 味 で グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ン

グ戦 略 は,マ ー ケ テ ィ ング ・ミ ック ス だ けで な く,マ ー ケ テ ィ ング とマ ー ケ

テ ィ ン グの 実践 の規 定 を広 く受 け入 れ られ る こ とで,同 一 で あ る と証 明 で き

るマ ー ケ テ ィン グ のす べ て の レベ ル を限 定 す る特徴 を所 有 す る傾 向 が あ る。

グ ロ ー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ の 定 義

グ ローバ ル ・マ ー ケテ ィ ン グ概 念 を定 義 す る試 み にお い て,グ ロー バ ル ・

マ ー ケテ ィ ン グ を取 り巻 く論 争 で 同 一 で あ る と証 明 で きる五 っ の主 要 な学 派

が提 示 され た。 これ らの学 派 の それ ぞれ は,関 係 研 究 者 た ち に よっ て採 用 さ

れ た観 点 次 第 で 正 当化 され る。 だが,標 準 化 に関 す る問題,つ ま り戦 略 とし

て の グ ロ ーバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング は,グ ロ ーバ ル ・マ ー ケテ ィ ン グ に関係 あ
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る ほ とん どの研 究 者 の注 意 を引 い た。 その 際 の 重 要 な問 題 は,グ ローバ ル ・

マ ー ケ テ ィ ング戦 略 と国 際 マ ー ケ テ ィ ング の伝 統 的 な活 動 の範 囲 内 の概 念 の

場 とみ なす もの と考 え るか ど うか とい う こ とで あ る。 だ が,グ ロー バ ル ・マ

ー ケ テ ィ ング に 関 す る論 争 が
,マ0ケ テ ィ ング に対 して新 しい指 示 と意 味 を

与 え る こ と は否 定 で きな い。 グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 は,元 来 標 準

化 に基 づ い て規 定 され た け れ ど,次 第 に力 説 点 は,標 準 化 が 適 切 で,与 え ら

れ た状 況 や 製 品 な どに適 切 な度 合 い で変 化 して きて い る。 したが っ て,グ ロ

ーバ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ戦 略 は
,標 準 化 に基 づ く中心 点 か ら定 義 され る こ と

が で き るだ けで な く,理 論 的 に純 粋 な標 準 化 か ら純 粋 な カ ス タマ イ ゼ ー シ ョ

ンへ の連 続体 と して定 義 す る こ とが で きる。 そ の よ うな連 続 体 は
,組 織 の総

合 的 な行 動 の基 準 や サ ブ ビ ジ ネ ス ・ユ ニ ッ ト(SUB)に 関 して 定 義 さ れ た

機 能 的 な レベ ル や マ ー ケ テ ィ ング ・ミッ クス の レベ ル に当 て は まる だ ろ う。

企 業 の す べ て の経 営 レベ ル や マ ー ケ テ ィ ング ・ミッ クス の す べ て の領 域 で標

準 化 を遂 行 す る こ とは必 要 で ない 。 さ らに,標 準 化 は,グ ローバ ル ・マ ー ケ

テ ィ ング ・プ ロ セ ス とグ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング ・プ ロ グ ラム に適 用 で き

る。 国 際 マ ー ケ テ ィ ング は,伝 統 的 にマ ー ケテ ィ ン グ の応 用分 野 とみ な され

た の で,国 際 マ ー ケ テ ィ ング に お け る戦 略 として の グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ

ング の外 観 もま た,国 際 マ ー ケ テ ィ ング の分 野 に新 しい意 味 を与 え る。 言 い

換 え る と,グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 の提 示 まで戦 略 の概 念 は,国 際

マ ー ケ テ ィ ング の分 野 に あ ま り関係 して い なか っ た。

グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング にお け る標 準 化/カ ス タ マ イ ゼ ー シ ョン に基

づ く戦 略 に関連 した問題 は重 要 だ けれ ど も,他 の概 念 も浮 上 して きた。 これ

らの概 念 は,ま ず,グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング ・パ ー ス ペ ク テ ィ ブで あ る。

多 くの 場 合,グ ロ ー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ は,グ ロ ーバ ル ・マ ー ケ テ ィ ン

グ ・パ ー スペ クテ ィブ を意 味 す る た め に使 わ れ た。 この概 念 は,全 世 界 が 潜

在 的 マ ー ケ ッ トや企 業 活 動 の潜 在 的領 域 で あ る こ とを ほ の め か して い る。 競

争 者 の 要 素 と企 業 資 源 な どに基 づ い て マ ー ケテ ィン グ組 織(営 利 組 織/非 営
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利 組 織)は,活 動 す る市 場 を決 定 す る。 だ が,そ れ らはsそ れ らが直 面 して

い る潜 在 的 グ ロー バ ル ・マ ー ケ ッ トと潜 在 的 グ ロー バ ル競 争 に通 じて い る。

グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング ・パ ー スペ クテ ィブ の概 念 は,国 際 マ ー ケ テ ィ

ング の伝 統 的 な概 念 よ り も もっ と広 い範 囲 に及 ぶ見 通 し を所 有 しな が ら進 歩

して い く。 重 要 な差 異 は,国 際 マ ー ケテ ィン グの伝 統 的 な概 念 が その活 動 に

お い て 国 内 か 国 際 で,企 業 の間 で は っ き り と した二 分 を明 らか にす る こ とで

あ る。 したが っ て,マ ー ケ テ ィ ング とマ ー ケ テ ィ ング概 念 は,国 内 の マ ー ケ

ッ トに適 用 で き る よ うに み られ る。

しか しなが ら,グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ ・パ ー スペ クテ ィ ブの 下 で,

企 業 が行 動 の領 域 に加 えて,企 業 の 哲学,目 標,オ リエ ンテ ー シ ョ ンを定 義

す る こ とで企 業 資源 に関連 す る グ ロー バ ル潜 在 能 力 とグ ロー バ ル競 争 を見 分

け る こ とが 大 切 で あ る。 この点 で,何 人 か の著 者 は,グ ローバ ル な考 えだ が,

伝 統 的 な国 内企 業 に よっ て採 用 され るた め の ア プ ロー チ として地 域 的活 動 の

ア イ デ ィア を提 案 して い る。 この意 味 で,グ ロー バ ル ・マ ー ケテ ィ ン グ ・パ

ー スペ クテ ィブ は,企 業 の行 動 にお い て 強 力 なマ ー ケ テ ィ ング概 念 と して み

な され る こ とが で きる。世 界 の そ の よ うな動 向 は,そ の企 業 活 動 の領 域 に関

係 な いす べ て の企 業 が,グ ロ ーバ ル ・マー ケ テ ィ ング ・パ ー スペ クテ ィブ を

所 有 しな けれ ば な らな い こ とを要 求 して い る。 しか しな が ら,こ の ア プ ロー

チ は,そ の活 動 す るマ ー ケ ッ トに関係 あ るだ けで な く,情 報 を獲 得 す る こ と

で企 業 に か な り負 担 を掛 け て い る。 マ ー ケ テ ィ ング 情 報 シス テ ム(MIS)

や戦 略 的情 報 シ ス テ ム(SIS)の 新 しい概 念 は,グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン

グ ・パ ー スペ ク テ ィブ のニ ー ズ に適 合 す るた め に再 び考 慮 され るか 再 び定 義

され な けれ ば な らな い。 現 在,こ の点 で,国 内 だ けで活 動 して い る企 業 に よ

っ て必 要 に な る情 報 の大 部 分 は,二 次 的調 査 を通 して獲 得 され る こ とが で き

る。 グ ローバ ル ・コ ンデ ィ シ ョンの詳 細 を調 べ る こ とが必 要 に な る につ れ て,

費 用 は重 要 な 要素 に な り,グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング ・パ ー スペ クテ ィブ

は,グ ロー バ ル ・マー ケ テ ィ ング戦 略 の主 要 な決 定 要 素 に な る傾 向が あ る。
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これ は,グ ロ0バ ル ・マ,___ケテ ィ ン グ戦 略 が ,明 らか に グ ローバ ル ・マ ー

ケ テ ィン グ ・パ ー スペ クテ ィブ な し に企 業 に よ って 行 わ れ る こ とが で きな い

こ とを意 味 して い る。 言 い換 え る と,グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング ・パ ー ス

ペ クテ ィブ は,グ ロ..,,....バル 基 準 で 活 動 す べ き企 業 に とって必 要 な条 件 に な っ

て きて い る。 そ の よ う な活 動 は,全 体 また は適 所 と して与 え られ た市 場 に狙

い をつ け る こ とが で き る。 した が って,グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング行 動 を

必 要 とす る グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング ・パ ー スペ ク テ ィブ は,も しマ ー ケ

テ ィ ング戦 略 連 続 体 の範 囲 内 で 適 用 され るな らば,よ り効 果 的 で あ る。 最 も

安 い費 用 で活 動 す るた め の グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略(標 準 化/カ ス

タ マ イゼ,__,..ショ ン)の 主 要 な決 定 要 素 で あ る費 用 が 与 え られ る こ とは,活 動

を理 論 的 な グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング標 準 化 に もっ と近 づ け る こ とで あ る。

要 求 され た費 用 を支 払 う余裕 が あ る顧 客 は,カ ス タ マ イ ゼ ー シ ョン に よっ て

決 ま る理 想 的 な グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 に もっ と接 近 して い くだ ろ

う。 これ は,低 級 ブ ラ ン ド(ブ ラ ン ドが な い もの を含 む)か ら高級 ブ ラ ン ド

まで 広 い製 品/サ ー ビス ・ライ ンの幅 を所 有 す る産 業 にお い て適 用 す る こ と

が で きる よ うで あ る。 同 じ こ とが,違 う市 場 で活 動 す る企 業 に適 用 す る。 そ

の よ うな ア プ ロー チ もグ ロ0バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング ・セ グ メ ン テー シ ョ ンに

基 づ い て み な され る。 又,こ れ は,グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ ・セ グ メ ン

テ ー シ ョ ン活 動 を行 うた め に重 要 な要 素 と して費 用 を もた らす。 一 つ の例 が,

世 界 的 乗 用 車 市 場 活 動 で み られ る。 乗 用車 の基本 機 能 は,輸 送 目的 で あ る。

この機 能 は,与 え られ た基 本 費 用 を必 要 とす る安 全 に向 か っ て達 成 され な く

て はな らな い。 費 用効 果 性 を達成 す るた め に標 準 化 は,乗 用車 の 製 品 ラ イ ン

に お け る基 本 製 品 レベ ル の た め に行 わ れ る。 企 業 資 源 に よ って,企 業 は,そ

の 活 動 の限 界 を規 定 す る こ とが で きるが,特 に そ の企 業 が グ ロー バ ル産 業 の

中 に あ る場 合,グ ロ ーバ ル競 争 を承 知 して い な けれ ば な らな い。 国家 法 は,

グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 の詳 細 を幾 分 修 正 す るか も しれ な いが ,ま

だ費 用 は,標 準 化 の レベ ル を決 定 す る主要 な要 素 に な る だ ろ う。 基 本 的 機 能
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以 上 の他 の機 能 は,費 用 を負 担 す る こ とが で き る顧 客 に対 して加 え られ るか

も しれ な い。 グ ロー バ ル産 業 の そ れ ぞ れ の レベ ル で,グ ローバ ル ・マ ー ケ テ

ィ ング戦 略 として の標 準 化 の形 式 は,費 用 に反応 して 実施 され る。

第 二 に,グ ローバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング ・パ ー スペ ク テ ィブ とグ ロー バ ル ・

マ ー ケ テ ィ ング戦 略 の論 争 は,そ れ らが 企 業 のマ ー ケ テ ィ ング の観 点 だ け に

関 心 を抱 く一 方 的 な議 論 と見 な され て きた。 広 い範 囲 で,こ れ は最 初 に企 業

の観 点 か ら研 究 に普 及 した経 営 の 中 の戦 略 の概 念 とい う用語 に対 して 明 らか

にな る。 しか しな が ら,情 報 の流 出 に加 えて,輸 送機 関 と コ ミュニ ケー シ ョ

ンの進 歩 の 結 果 に帰 す る標 準 化 に基 づ い た グ ロー バ ル ・マー ケ テ ィ ング戦 略

の展 開 の た め の原 因 は,グ ロ ーバ ル ・コ ンス ー マ の概 念 の考 察 を導 い て い る。

多 くのパ ー スペ クテ ィブ は,グmバ ル ・コ ンス ー マ を定 義 す る こ とで,可

能 で あ る。 発 展 途 上 国 にお け る企 業 の グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 の基

礎 として最 初 に提 示 され たマ ー ケ ッ トの均 質性 は,消 費 者 が 市場 を形 成 す る

ので,消 費 者 の特 徴 の均 質 の成 長 と して み な され る こ とが で き る。 マ ー ケ ッ

トの均 質 性 に関 して の研 究 は,多 くの社 会 で み られ る国際 化 の プ ロセ ス に よ

っ て限 界 が 壊 され る ライ フ ・ス タイ ル につ い て な され た。 様 々 な ライ フ ・ス

タイ ル,マ ー ケ テ ィ ン グ技 術,プ ロセ ス とプ ロ グ ラ ム に適 合 す るマ ー ケ ッ ト

の標 準 化 に逆 らって緩 和 され る多 くの 要 素 が 存 在 す る けれ ど,近 頃 は,こ れ

らの 区別 を避 け て い る。 現 在,国 際 マ ー ケ テ ィ ング で 間違 っ た考 え を広 く普

及 させ た これ らの要 素 は,そ れ ぞ れ の 国 に従 って消 費 者 を区別 す る こ との基

準 を提 供 した。 これ らの 要素 は,特 に国家 主義 が とて も強 か った 時,文 化,

国民 の風 習,国 民 の特 徴 に焦 点 を あて た明 らか な違 い とし て見 な され る こ と

が で きた 。 高 級 ブ ラ ン ド製 品 と一 流 の製 品 の消費 者 は,国 家 的 限 界 を超 越 し

て きた。 ブ ラ ン ドの拡 散 が,そ れ ぞれ の国 に よっ て消 費 者 の グル ー プ分 け を

導 い た限 界 をか な り変 えた こ とは,今 や明 らか で あ る。 さ らに,顧 客 の基 本

的 ニ ー ズ に 的 を当 て た マ ー ケ テ ィ ン グ実践 は,オ リエ ンテ ー シ ョンで グ ロー

バ ル な傾 向 に あ る。詳 細 な違 い が 国 と国 との間 に存在 す るか も しれ な い けれ
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ど,こ れ ら は,個 人,グ ル ー プ,国 のニ ー ズ に適 合 す るグ ローバ ル ・マ ー ケ

テ ィ ン グ実 践 を提供 す るた め の選 択 権 とみ な され る こ とが で き る。 そ の結 果,

製 品/サ ー ビ ス に つ い て の グ ロ ーバ ル情 報 を所 有 す る消 費 者 は,グ ロ ー バ

ル ・コ ンス ー マ の最 初 の グル ー プ を形 成 す るだ ろ う。

他 のパ ー スペ クテ ィブ は,海 外 旅 行 を した り,彼 等 が 何 処 へ行 くに して も

製 品/サ ー ビス に対 して ほ とん ど同 じタイ プや 質 を要 求 す る消 費 者 を占 め る

こ とが で き る。 小 さい グ ル ー プ に見 え るか も しれ な い が,旅 行,(海 外)出

張,非 営 利 的 な社 会 間 の 国 際 交 流 の他 の形 に お け る増 加 で,こ の観 点 か ら分

類 され る こ とが で きる人 々 の数 が増 加 して きて い る。 さ ら に,彼 等 が現 居 住

国 に帰 っ た時,他 の人 々 に か な り深 い影 響 を与 え る。 企 業 が,パ0ス ペ クテ

ィ ブ にお い て グ ロー バ ル に な っ て きて い る だ けで な く,消 費 者 も彼 等 の需 要
,

ライ フ ・ス タイ ル,情 報 源,消 費 者 行 動 な ど にお い て もグmバ ル に な っ て

きて い る。

グローバル ・マーケテ ィング戦 略の限界

標 準 化 に基 づ い た グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 は,限 界 の範 囲 を提 示

して い な い。 だ が,状 態 と地 域 組 織 を定 義 す る政 治 上 の境 界 が あ る限 り,現

実 の基 本 的 違 いが 存 在 す る こ とに注意 しな けれ ば な らな い。 国 家 主 権 は,地

域 組織 に よ っ て取 っ て代 わ られ た けれ ど,こ れ は,国 家 が 主 権 を持 っ て い る

事 実 に基 づ い て い る。 これ らの現 実 の基 本 的違 い は,時 々,理 論 的 な標 準 化

だ け に基 づ い た グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 の 中 心部 を構 成 す る基 本 的

な要 素 の大 部 分 に影 響 を及 ぼ す 。 第 一 の この要 素 は,法 律 シス テム とみ な さ

れ る。 国 際 法 律 制 度 が存 在 す る けれ ど,国 家 法 律 シ ス テ ム は,ほ とん どの場

合 とて も良 く当 て は まっ て い た の で,マ ー ケ テ ィン グ実 践 は,マ ー ケ テ ィ ン

グ 実践 に基 づ い た そ の よ うな法 律 と規 則 で ライ ンに作 られ な くて はな らな い。

も う一 つ の重 要 な要 素 は,歴 史 で あ る。 そ れ は,グ ロー バ ル ・マー ケ テ ィ ン
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グ戦略 に とって限界 であ る こともで きた し,グ ループ分 けの形式 に押 し上 げ

るこ ともで きた。一一つの例 は,か つての植 民地 とその入植 者 の関係 のタイ プ

とシステムであ る。 その様 な関係 は,文 化的,社 会的,政 治的 な加盟 の他 の

形 式 に基づ いて いる。注意 を必要 とす る他 の領域 は,発 達 の レベ ル,特 に国

と国 の間 の経済発展 にお ける差異 で ある。 数人 の研究者 たち は,発 展途上 国

のニーズ と特徴が標準化 の要素 を決定 す る ことはほ とん どない と述 べ た。

結 論

外 見 上,マ ー ケ テ ィ ング組 織 に適 応 させ た利 潤 の観 点 か ら,貨 幣制 度 は,

標 準 化 の範 囲 を決 定 す るた めの 限界 として とて も重 要 で あ る。

あ る製 品/サ ー ビス は,上 で あ げ た要 素 の影 響 を簡 単 に 回避 した。 そ の よ

うな製 品/サ ー ビス と産 業 は,グ ロー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ング戦 略 とグ ロ ーバ

ル ・マ ー ケ テ ィ ング ・パ ー スペ クテ ィブ とみ な す研 究 の 中心 で あ る。 しか し

なが ら,多 くの産 業,製 品/サ ー ビス は,グ ロー バ ル で処 理 され て い る。 多

国間 商 業 協 定 は,グ ローバ ル ・マ ー ケテ ィン グの 発 展 の た めの合 意 を形 成 す

るた め に交 渉 す る場 で あ る。精 巧 な(こ の領 域 にお け る)組 織 の一 つ は,関

税 と貿 易 に関 す る0般 協 定(ガ ッ ト)で あ る。 原 則 として,ガ ッ トは,理 論

的 な グ ロー バ ル ・マー ケ テ ィ ング ・パ ー スペ クテ ィブ/グ ローバ ル ・マ ー ケ

テ ィ ング戦 略 を達 成 す るた め の状 況 を作 り出 す こ とを 目的 と した統 制 機 関 で

あ る と考 え る こ とが で きる。 関税 の取 り決 め,量 の制 限,議 論 の 解決 の三 っ

の主 要 な種 類 に分 け られ るガ ッ トの活動 は,国 家 主権 の 存在 の結 果 で あ る。

これ らの 問題 の存 在 は,基 礎 の よ り厳 密 な再 調 査 と発 展 途 上 の グ ロー バ ル ・

マ ー ケ テ ィ ング戦 略 の プ ロ セ ス を要 求 す る。 グ ロ ーバ ル ・マ ー ケ テ ィ ング ・

パ ー スペ クテ ィブ の概 念 は,経 営 の認 識 と確 信 に よ り一 層 基 づ い て い る。 し

か しなが ら,グ ローバ ル ・マ ー ケテ ィ ン グ戦 略 は,資 源 を要 求 し,又,費 用

を伴 うだ ろ う。 この 点 で,グ ロー バ ル ・マ ー ケテ ィン グ戦 略 は,特 に国 際 マ
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一 ケ テ ィ ング 内 の戦 略 と して
,開 始,展 開,構 成,そ して運 営 され る こ とが

で きる基 礎 を検 討 す る必 要 性 が あ る。 又y全 体 と して,マ ー ケ テ ィ ング とマ

ー ケ テ ィ ング研 究 の範 囲 内 で
,ど の よ うに グ ロ ー一バ ル ・マ ー ケテ ィン グ戦 略

を位 置 づ け るか を研 究 す る こ とは,必 要 な こ とで あ る。
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